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　令和 2 年の新年を迎え、謹んでお喜び申し上げます。また、昨年は経済産業行政に対する
深いご理解と格別のご支援を賜りましたことを厚く御礼申し上げます。

　平成の時代は、バブル崩壊以降の長いデフレに苦しんだ時代でもありましたが、安倍政権
発足以降、名目 GDP は 1 割以上成長し、昨年には過去最高を達成しました。また、史上初めて、
全ての都道府県で有効求人倍率が 1 倍を超えたほか、賃上げについても 6 年連続で今世紀
に入って最高水準を達成するなど、確実に経済の好循環が生まれています。「令和」新時代は
この勢いを活かし、日本が世界の経済をけん引する時代にしていきたいと考えています。
　また、昨年のノーベル化学賞ではリチウムイオン電池の発明が受賞しました。革新的な蓄
電池の開発・普及が気候変動など地球規模の課題解決につながることが評価されたものです。
受賞された吉野彰名誉フェローに敬意を表します。素材産業は社会に大きな変革をもたらす
重要産業として、今後ますますの発展が期待されているとあらためて感じます。
　さて、近年、AI やビッグデータ、IoT、ロボット等の技術革新がもたらす「第 4 次産業革命」
と呼ばれる変革によって、産業構造が今までにないスピードで変化しています。それ受けて、
経済産業省では、素材開発力の更なる強化のために、AI やビッグデータを利用した開発スピー
ドの加速（マテリアルズ・インフォマティクス：MI）や、必要なデジタル人材の育成・確保など
について取り組んでいます。特に、人材育成には力を入れており、デジタル情報を解析し、化
学企業のニーズに対応できるような化学系デジタル人材を育成すべく、AI や MI を活用するた
めの基盤技術や先端技術を学ぶための講座を開設しました。5 年間で約 1500 人の人材育成
を目指し、今後も講座の充実を図ってまいります。
　そして、5G 元年と言われた昨年を経て、本年からは、本格的な社会普及が始まることが予
想されます。5G 通信はこれまでの通信以上に大容量通信、低遅延、多数同時接続が可能と
なり、医療、建築・建設、農業、娯楽など、さまざまな分野で生活環境の変化をもたらし、
私たちの暮らしを豊かにすることが期待されています。5G の本格的な実現には、新素材の開
発も必要であり、ガラスセラミックスをはじめ、ファインセラミックスに対する期待はさらに
高まると考えられます。皆様におかれては、このような大変革に迅速に対応し、新たな素材
を開発していかれることと期待しております。

　ファインセラミックスは、電子機器や自動車、産業機械、生体材料など幅広い産業分野に
おいて、長年にわたり我が国のものづくり産業の競争力を支えている高機能素材であるととも
に、高い国際競争力を有している素材です。世界をリードし、諸外国の追随を許すことなく、
引き続き我が国ものづくり産業全体の成長を牽引していただきたく存じます。
　今年はいよいよ東京オリンピック・パラリンピック大会 2020 年を迎えます。このような記
念すべき年における皆様の御健康と御多幸を、そして我が国ファインセラミックス産業の着実
な発展を祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせていただきます。

年頭所感

経済産業省　製造産業局
素材産業課長　吉村　一元
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事業報告

ファインセラミックスシンポジウム 2019 開催

基調講演　「ソフトバンクの IoT 戦略 ～パートナーとの共創と次世代の IoT～」
ソフトバンク株式会社　IoT & AI 技術本部 IoT 技術戦略統括部  　　　　　　　　　　　　　
IoT 戦略部 アライアンス推進課　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長　神谷　義孝 氏

講演１　　「Society5.0 を進化させるイメージセンサ技術」
ソニー株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主席技監　上田　康弘 氏

講演２　　「エネルギーハーベスティングの最新動向と課題、今後の展望」
株式会社 NTT データ経営研究所　　　　　　　　　　　シニアマネージャー　竹内　敬治 氏

講演３　　「次世代蓄電池としての全固体リチウム電池」
日本ガイシ株式会社　執行役員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
エレクトロニクス事業本部　ADC 事業部　　 　　　　　　　　　   事業部長　大和田　巌 氏

講演４　　「デンソーにおける車載半導体センサと材料開発への取り組み」
株式会社デンソー　先端技術研究所　マテリアル研究部    　　　　　　課長　加納　一彦 氏

講演５　　「高度画像解析技術と先端的電子顕微鏡技術の融合によるナノ計測インフォマティクス」
一般財団法人ファインセラミックスセンター　ナノ構造研究所　　　 主任研究員　山本　和生

　10 月 25 日 ( 金 ) 愛知県産業労働センター（ウインクあいち）において、ファインセラミックスシンポジウム 2019 を開
催しました。
　本年度は、『IoT を支える材料・要素技術開発』と題して、第一線でご活躍の方々に Society5.0 において重要な役割を
担う IoT の動向と主要な要素技術であるイメージセンサ、エネルギーハーベスティング、チップ型二次電池、車載半導体セ
ンサについて、材料・要素技術開発における課題や将来展望をわかりやすくご講演いただきました。
　企業・研究機関等から105 名が参加され、活発な討議が行われ、意義あるシンポジウムとなりました。

シンポジウム会場基調講演：神谷氏
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事業報告

　12 月 17 日（火）に、第 8 回目の研究技術等報告会を開催しました。例年は評議員の方々への報告会でしたが、今年度は、
理事、監事のみなさまにもご出席いただきました。十倉雅和 会長をはじめ、評議員 13 名（代理 2 名を含む）、理事 11 名、
監事 1 名にご出席をいただきました。
　今回は、今年の研究トピックス 3 件を報告し、ご指導、ご助言をいただきました。

1）  超高温下での遮熱／環境遮蔽コーティングにおける材料設計と今後の展開 （材料技術研究所　北岡　諭　主幹研究員）
2）Li イオン二次電池開発促進への Li イオン分布計測技術の開発                   （ナノ構造研究所　小林俊介　上級研究員）
3）セラミックス電子材料研究への第一原理計算の活用                                     （ナノ構造研究所　森分博紀　主席研究員）

　10 月 18 日（金）に、JFCC、東京工業大学、名古屋工業大学、物質・材料研究機構、産業技術総合研究所の５セラミッ
クス研究機関合同講演会が東京工業大学すずかけ台キャンパスに於いて開催されました。今回の合同講演会では 「セラ
ミックス科学・化学の最前線」をテーマに 10 件の講演が行われ、JFCC からは以下の 2 件の講演を行いました。

1）次世代パワー半導体材料の結晶欠陥評価                                                       （材料技術研究所　姚　永昭 上級研究員）
2）Ｌｉイオン二次電池のＬｉ濃度分布可視化技術の開発                                      （ナノ構造研究所　小林俊介 上級研究員）

　約 60 名の参加者があり、活発な質疑がなされました。来年は名古屋工業大学に於いて開催予定です。

第 8 回　研究技術等報告会の開催

第 19 回　 ５セラミックス研究機関合同講演会の開催

第 8 回　研究技術委員会の開催

　11 月 15 日（金）、第 8 回目の研究技術委員会を開催しました。委員長の東京工科大学 香川豊教授をはじめ、15 名の
委員の方々に出席いただきました。
　梅村常務理事よりＪＦＣＣのビジョン活動～2019 年度戦略技術領域への取り組み状況と今後に向けて～を報告した後、
以下の 3 件の研究について報告しました。今回もそれぞれの研究に対して、企業の方々からは物づくりの視点、研究機関
の方々からは学術面の視点でご評価をいただくとともに、今後の研究の進め方についてご指導、ご助言をいただきました。

1）電圧印加時の GaAs p-n 接合の電位・電場・電荷密度その場計測               （ナノ構造研究所　穴田智史　上級研究員）
2）計算科学による電気伝導性セラミックスの材料設計                                     （ナノ構造研究所　小川貴史　上級研究員）
3）原子・ナノスケールの周期構造を利用した遮熱コーティング材料の開発     （材料技術研究所　北岡　諭　主幹研究員）
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事業報告

　11 月 29 日（金）、「知の拠点あいち」において、3 試験・研究機関（JFCC、名古屋市工業研究所、あいち産業科学技術
総合センター）合同の発表会を開催しました。
　今回の合同発表会では、基調講演および 3 機関と産業界との連携による研究開発事例 6 件の発表を行いました。

基調講演「IoTバイオセンシングと AI データマイニング」
　　　　　愛知県立大学　情報科学部　教授　　小栗　宏次　氏
JFCC の発表 2 件
　1） エアロゾルデポジション法を用いたセラミックス膜の形成
　　　　　材料技術研究所　　田中　誠　上級研究員
　2） 省エネルギーに貢献する輻射抑制膜の開発
　　　　　材料技術研究所　　奥原　芳樹　主任研究員

　81 名の参加者があり、活発な質疑がなされました。また、参加者の皆様には発表会の後、あいちシンクロトロン光セ
ンターはじめ「知の拠点あいち」の施設を見学していただきました。

3 試験・研究機関合同発表会の開催

　12 月 4 日（水）～ 12 月 6 日（金）の 3 日間、幕張メッセで開催された第 4 回高機能セラミックス展に協賛・出展しま
した。JFCC は最新機器を用いた試験評価技術、企業様にご活用いただける研究成果などを紹介しました。また、5 日（水）
にはセミナー講師をされたEuropean Cluster Of CeramicsのFlorine Boulle氏がブースにお越しになり、JFCCの評価技術、
研究成果について見学されました（右写真）。

【第 4 回 高機能セラミックス展】の協賛、出展
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エアポケット

　 清 華 大 学（ 中 国・北 京 ） が 主 催 す る 2019 Joint 
Workshop on Advanced Ceramic Materials（2019 年
11 月 13 日開催）の招待を受け、髙田雅介所長、山本
昌弘担当部長、川崎忠寛主任研究員、和田の４名が参
加しました。清華大学・State Key Laboratory of New 
Ceramics and Fine Processing とは、2011 年に科学技
術交流協定を締結して以来、交互にセミナーを開催して
おりますが、今回で 12 回目の開催になります（前回は今
年度 4 月に JFCC で実施しております）。
　JFCC 以外には、河本邦仁名古屋大学名誉教授、清華
大と同じく JFCC と科学技術交流協定を締結している韓
国窯業技術院（KICET）、サラゴサ大学（スペイン）、北京
理工大学、北京航空航天大学、武漢大学、中国科学院
上海珪酸塩研究所（いずれも中国）が招待されており、
計 13 件の招待講演が行われました。

　JFCC からは、 川 崎主任 研 究 員と和 田の 2 名が 講
演 を行 いました。 川 崎 主 任 研 究 員 からは、「In-situ 
observation of dynamical phenomena in liquids with 
environmental TEM」と題して、亜鉛空気電池の電極反
応およびグラフェンサンドイッチセルを用いた細胞分子
の環境 TEMを用いた液中その場観察について報告いたし
ました。和田からは、「Mass transfer in environmental 
barrier coating materials at high temperature」と題し
て，高温の燃焼環境下に曝されるセラミックス基複合材
料の保護膜材料として有望視されている Yb シリケートの
特異な物質移動現象について報告するとともに、その結
果から導かれた保護膜の酸素遮蔽性を向上させる新たな
設計指針について説明しました。
　その他の講演の内容については、複雑形状部品の製
造技術やレーザーを用いたプロセス、各種電池や熱電変
換材料に関する講演など、非常に多岐に渡っておりまし
た。通常の学会では自分の専門分野の講演の聴講が中
心となりますが、幅広い分野の研究に触れることができ、

刺激になりました。また、過去の本ワークショップの出張
報告でも触れられておりますが、講演は高インパクトファ
クターの論文誌に掲載された内容をまとめたものであり、
中国人若手研究者の研究レベルの高さを肌で感じること
ができました。我々も負けないように、オリジナリティの
高い研究を推進するとともに積極的に発信していく必要
があると感じた次第です。

　ワークショップ後は、清華大学近くのレストランに移動
し、北京ダックに舌鼓を打つとともに、白酒を酌み交わし
ながら参加者とさらに交流を深めました。
最後に、本出張に関しまして、事前準備等でご尽力いた
だきました清華大関係者や山本昌弘担当部長をはじめと
した皆様に、深く感謝を申し上げます。

2019 Joint Workshop on Advanced Ceramic Materials 参加報告
材料技術研究所　高信頼性材料グループ　和田匡史

集合写真

和田上級研究員

川崎主任研究員
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最新設備紹介

TM0m0 平衡型円板共振器法誘電率測定システム
（キーサイト・テクノロジー　PS-X10-100）

特長
　本システムは、第５世代移動通信システム（5G）で使用される周波数（28GHz）を含むおおよそ 10GHz ～ 100GHz に
おける誘電体基板の複素比誘電率の測定を行います。ほとんどの共振器法は基板の面方向の誘電特性を評価するのに対
し、TM0m0 平衡型円板共振器法（Balanced Circular Disk Resonator：BCDR）は基板の垂直方向の誘電率評価を行うため、
マイクロストリップ構造の設計に有用です。また、BCDR は 1 個の測定用治具のみで共振周波数の異なる複数の共振モー
ドを用いることにより、周波数依存性を簡便に測定することが可能です。これらの特徴は、電子デバイス回路の設計マー
ジンの最小化に大きく貢献できます。

主な仕様
・測定範囲・測定精度
　・周波数	   　：おおよそ 10GHz ～ 100GHz 
　・比誘電率	   　：1.1 ～ 10　± (1 ～ 5)%
　・誘電正接	  　  ：10-2 ～ 10-4　± (10 ～ 30)%
・誘電体基板試料の必要寸法等
　・試料の厚さ	  　 ：0.1 ～ 1mmt
　・標準電極サイズ ：12mm Φ、15mm Φ、18mm Φ 
　・試料のサイズ　：おおよそ 40mm Φ～最大 50mm Φまで

BCDR 外観

PBCDR の測定例※

※ 本データはキーサイト・テクノロジー株式会社より提供頂いたものです

BCDR 共振器の概略図
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最新設備紹介

水銀ポロシメータ
（Micromeritics 社 オートポアⅤ 9620）

　粉体や多孔体の細孔分布を求められる水銀ポロシメータは、従来から多くの皆様方に受託研究や試験評価にてご利用
頂いて参りましたが、２０１９年９月に設備更新をいたしました。
　最新型となる本測定機は 0.003 ～ 500 μ m もの広範囲に渡って細孔分布を測定することができます。また細孔分布以
外にも気孔率、かさ密度、見かけ密度などの物性も得られます。
　セラミックス、プラスチックあるいは医薬品等の微細構造評価に是非ともご活用下さい。

原理
　水銀は表面張力が大きいので大抵の物質に対して 90°以上
の接触角を示します。このため細孔に水銀が接触しても毛細
管現象とは逆に細孔は水銀を押し出そうとします。
　細孔に水銀を圧入するための必要な圧力と細孔径の関係
は、ウォッシュバーン式と呼ばれる式で表されます。

仕様
　測定方式：水銀圧入法
　細孔直径測定範囲：約 500 ～ 0.003 μ m
　圧力測定範囲：1.4 ～ 414MPa
　圧力測定分解能：低圧部 69Pa、高圧部 689Pa( ～ 34MPa)、2070Pa(34MPa ～ )
　圧力測定精度：低圧部± 1.0%FS、高圧部± 0.1%FS
　測定ポート数：低圧部 4、高圧部 2
　圧入量分解能：0.1mm3 以下
　圧入量測定精度：試料セルの圧入体積の± 1.0%

D：細孔直径 (m)
σ：水銀の表面張力 (N/m)
θ：接触角 (° )
P：圧力 (Pa)
　圧力をかけていくと大きい孔から順に水銀が入っていきます
ので、その圧力と水銀の入った量から細孔分布を求めることが
できます。

D= − 4 δ cos θ
p
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　R&D からナノテク製品までの幅広く多様な業種のニーズ／シーズが集結する nano tech 2020 に出展し、企業様にご活
用いただける研究成果や最新機器を用いた試験評価技術の展示を行います。また、1 月 30 日（木）には「環境電子顕微
鏡技術による電解液中電池反応の挙動解析」と題した講演を行いますので、是非お越し下さい。

【国際ナノテクノロジー総合展・技術会議 nano tech 2020】に出展予定

事業案内
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2019 年 8 月 31 日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　環境材料グループ　上級研究員　　横井　太史

　ファインセラミックスセンター副会長・前理事長の岡本一雄氏が、12 月 9 日に逝去されました。
享年 75 歳でした。
　岡本氏は、トヨタ自動車株式会社 取締役副会長、日野自動車株式会社 取締役会長などを歴任され、
産業界に多大な功績を残されました。
　ファインセラミックスセンターでは、研究・技術開発へのご指導、公益法人制度改革による新法人
への移行対応・収支改善等、技術・法人運営など多方面において多大なご尽力をいただきました。
　ここに謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りいたします。

ファインセラミックスセンター略歴
　2010 年 3 月～ 2015 年 6 月　　理事長
　2015 年 6 月～ 2019 年 12 月　 副会長

人の動き

訃報

○公益社団法人日本顕微鏡学会
　第 75 回学術講演会　優秀ポスター賞【材料部門 一般】
　受賞日　　2019 年 6 月 18 日
　受賞者　　吉田　竜視
　　　　　　中岡　晃一（産業技術総合研究所）
　　　　　　加藤　丈晴
　　　　　　和泉　輝郎（産業技術総合研究所）
　受賞題目　極薄塗布 TFA-MOD 法を用いた Y 系超電導線材に
　　　　　　おける焼成過程の微構造観察

○公益社団法人日本顕微鏡学会
　感謝状
　受賞日　　2019 年 6 月 18 日
　受賞者　　一般財団法人ファインセラミックスセンター

表　彰
○ Materials Research Society SINGAPORE
　BEST POSTER AWARD
　受賞日　　2019 年 6 月 28 日
　受賞者　　渡辺　直樹（大阪大学）
　　　　　　船井　浩平（大阪大学）
　　　　　　藤井　進　（元大阪大学、現 JFCC ナノ構造研究所）
　　　　　　吉矢　真人（ＪＦＣＣ客員研究員／大阪大学）
　受賞題目　Mechanism of Nanoscale Thermal Transport across Si
　　　　　　Interfaces by Perturbed Molecular Dynamics

○公益財団法人住友財団
　2019 年度基礎科学研究助成
　受賞日　　2019 年 10 月 10 日
　受賞者　　小林　俊介
　受賞題目　電子ビーム誘起蒸着法による機能性酸化物薄膜の創製

○公益財団法人大倉和親記念財団
　2019 年度（第 50 回）大倉和親記念財団研究助成
　受賞日　　2019 年 11 月 29 日
　受賞者　　木村　禎一
　受賞題目　酸化物セラミックスのレーザー焼結メカニズムの解明

 ● 開催日時：2020 年 1 月 29 日 ( 水 ) ～ 31 日 ( 金 )　10：00 ～ 17：00
 ● 開催会場：東京ビッグサイト　西 1・2 ホール、会議棟
 ● 出展位置：西 2 ホール　２Ｗ－Ｊ２７
 ● 講演日時：1 月 30 日（木）13:15 ～ 14:00 シーズ＆ニーズセミナー B 会場（西 2 ホール）


